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笑笑顔顔
ににししたた

いいかかららたたをを
ああなな

※※くくわわししいい内内容容はは４４・・５５面面にに掲掲載載。。

市
長メッ

セ
ー
ジ

こ
の
た
び
選
挙
で
の
市
民
の
信

託
を
え
て
、
ふ
た
た
び
市
長
に
就

任
し
た
長
尾
淳
三
で
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

選
挙
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、

い
ま
市
民
の
中
で
は
、「
将
来
の
こ

と
を
考
え
る
と
不
安
で
心
が
お
し

つ
ぶ
さ
れ
そ
う
だ
」
と
い
う
思
い

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

実
際
こ
の
間
、「
重
い
病
気
に
か

か
り
医
者
か
ら
は
、
毎
週
注
射
を

打
て
と
い
わ
れ
る
が
、
自
分
の
く

ら
し
で
は
そ
れ
が
で
き
な
い
の
で

す
」
と
い
う
悲
痛
な
声
も
聞
い
て

き
ま
し
た
。
今
回
の
市
長
選
挙
の

結
果
は
、
こ
う
し
た
市
民
の
く
ら

し
へ
の
切
実
な
思
い
が
集
ま
り
形

と
な
っ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
で
も
、
く
ら
し
を
守

る
こ
と
を
優
先
す
る
よ
う
に
市
民

の
意
識
が
か
わ
り
、
そ
れ
が
市
政

の
転
換
に
ま
で
い
た
っ
た
と
し
て

大
き
く
注
目
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
私
は
、
今
回
市
民

が
市
長
の
仕
事
を
ふ
た
た
び
私
に

託
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
厳
粛

に
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
自
分
の

こ
れ
ま
で
の
半
生
を
か
け
て
、
腹

を
固
め
、
全
力
を
つ
く
し
て
市
長

職
を
務
め
る
つ
も
り
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
市
長
と
し
て
の
職

務
を
全
う
す
る
う
え
で
、
議
会
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
え
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

示
さ
れ
た
民
意
の
一
つ
目
は「
く

ら
し
を
守
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

声
で
す
。

こ
の
点
で
、
い
ま
の
予
算
、
体

制
の
中
で
も
、
職
員
と
し
て
何
が

で
き
る
か
を
考
え
て
も
ら
い
、
私

自
身
も
、
各
部
か
ら
引
継
ぎ
の
説

明
を
受
け
る
と
き
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
で
の
課
題
と
併
せ
て
、
改

善
策
に
つ
い
て
も
職
員
か
ら
意
見

を
聞
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

く
ら
し
の
支
援
の
た
め
の
全
庁

的
な
対
応
を
と
り
、
市
民
の
民
意

を
市
役
所
が
受
け
止
め
た
こ
と
を

は
っ
き
り
と
示
す
よ
う
に
し
ま
す
。

二
つ
目
は
「
税
金
の
ム
ダ
使
い

を
す
る
な
」
と
い
う
声
で
す
。

市
長
選
挙
と
同
日
の
滋
賀
県
知

事
選
挙
に
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
、

従
来
ど
お
り
の
姿
勢
で
は
、
市
民

か
ら
の
批
判
は
免
れ
ま
せ
ん
。
旧

同
和
施
策
の
終
結
や
、
上
下
水
道

統
合
庁
舎
計
画
の
市
民
参
加
で
の

見
直
し
の
手
順
を
い
か
に
す
す
め

る
か
、
職
員
自
ら
が
知
恵
を
発
揮

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
以
上
の
二
つ
の
市
民
の

声
に
応
え
る
と
り
く
み
は
、
一
体

の
も
の
と
し
て
す
す
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
厳
し
い
財
政
事
情
の

中
で
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
と
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
「
市
政
の
効
率
化
・
活
性
化

の
と
り
く
み
」
と
し
て
す
す
め
て

い
き
ま
す
。

三
つ
目
は「
市
民
の
目
で
市
政
が

み
え
る
よ
う
に
」と
い
う
声
で
す
。

市
民
の
市
政
へ
の
期
待
や
関
心

を
高
め
、
市
民
の
声
で
動
く
市
政

を
つ
く
る
こ
と
は
、
今
回
の
投
票

率
か
ら
み
て
も
、
市
政
発
展
の
上

し
ょ
う
び

で
の
焦
眉
の
急
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

七
つ
の
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実

施
し
て
、
私
も
出
席
し
て
市
民
の

声
を
聞
く
仕
事
も
積
極
的
に
行
い

ま
す
。
市
政
の
運
営
は
、
情
報
公

開
を
ど
ん
ど
ん
す
す
め
、
市
民
か

ら
市
政
の
動
き
が
見
え
る
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
。

市
政
運
営
方
針
そ
の
も
の
は
当

然
９
月
議
会
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
三
つ
の
市
民
の
声
や
公
約
に
つ

い
て
は
、
い
ま
か
ら
必
要
な
準
備

や
対
応
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

本
市
は
、
新
し
い
も
の
を
生
み

出
す
市
民
の
創
造
力
に
あ
ふ
れ
た

誇
れ
る
歴
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
の
ま
ち
東
大
阪
に
と

っ
て
苦
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
が
、

こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の

市
民
の
創
造
力
が
発
揮
さ
れ
る
と

き
で
す
。
今
回
の
選
挙
結
果
も
そ

の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
の
市
民
の
決

断
に
、
市
役
所
と
し
て
な
ん
と
し

て
も
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
思
い
で
す
。

格
差
拡
大
社
会
を
の
り
こ
え
、

人
間
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
へ
の

大
き
な
展
望
を
も
ち
な
が
ら
、
直

前
の
課
題
で
あ
る
く
ら
し
の
活
路

を
ひ
ら
く
市
政
を
着
実
に
す
す
め

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

市長 長尾淳三

病病院院ボボラランンテティィアアをを募募集集

くらしの活路を
ひらく市政を

「「おおははよよううごござざいいまますす。。今今日日ははいいいい天天気気でですすねね」」

とと来来院院すするる患患者者ささんんたたちちををややささししいい面面持持ちちでで迎迎ええるる

ののはは、、病病院院ボボラランンテティィアアのの後後藤藤正正敏敏ささんんでですす。。

「「始始めめたたききっっかかけけはは、、特特別別ななももののででははあありりまませせんん

よよ」」とと、、ははににかかみみななががらら話話すす後後藤藤ささんんはは、、かかつつててのの

職職場場仲仲間間かかららのの誘誘いいをを受受けけててここののボボラランンテティィアアをを始始

めめままししたた。。

介介助助ななどどのの特特別別なな知知識識ははももっってていいまませせんんででししたたがが、、

今今でではは車車いいすすのの扱扱いいももススムムーーズズにに。。誠誠実実なな笑笑顔顔がが周周

囲囲ををほほっっととししたた気気持持ちちににささせせてていいまますす。。

古
紙
配
合
率
１００
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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5,0005,000

表①　相談件数 

1414年度年度 1515年度年度 1616年度年度 1717年度年度 

5,1585,158

6,6796,679

8,0538,053

6,3326,332

0

5,000

表①　相談件数 

14年度 15年度 16年度 17年度 

5,158

6,679

8,053

6,332

国
保
を
支
え
る
保
険
料

保
険
料
の
納
期
限
は
毎
月
末

で
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
保

険
料
、
国
・
府
の
補
助
金
、
市

の
繰
入
金
な
ど
で
運
営
し
、
み

な
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
は
大

切
な
財
源
で
す
。

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
財

源
不
足
と
な
り
、
医
療
費
の
支

払
い
な
ど
に
支
障
を
き
た
す
ば

か
り
で
な
く
、
き
ち
ん
と
納
め

て
い
る
方
と
の
負
担
の
公
平
を

欠
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

平
成
１８
年
度
の
保
険
料
の
納

付
は
、
６
月
の
一
期
分
か
ら
翌

年
３
月
の
十
期
分
ま
で
の
十
回

払
い
で
す
。
ま
た
、
国
保
加
入

者
の
う
ち
、
４０
歳
か
ら
６４
歳
ま

で
の
方
は
、
介
護
保
険
の
第
二

号
被
保
険
者
と
な
る
た
め
、
介

護
保
険
料
を
国
民
健
康
保
険
料

と
合
わ
せ
て
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
保
険
料
の
納
め
忘

れ
や
、
支
払
い
が
遅
れ
て
い
る

方
は
、
す
ぐ
に
国
保
保
険
料
課

ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
お

困
り
の
方
は
、
国
保
保
険
料
課

で
常
時
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
支
払
い
は

便
利
な
口
座
振
替
を

口
座
振
替
制
度
は
、
納
期
ご

と
に
銀
行
や
郵
便
局
へ
行
く
必

要
が
な
い
た
め
大
変
便
利
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
年
度
途
中
の

い
つ
か
ら
で
も
始
め
る
こ
と
が

で
き
、
口
座
振
替
の
開
始
月
か

ら
来
年
３
月
の
第
十
期
ま
で
を

連
続
し
て
納
め
る
と
、
来
年
５

月
末
に
引
き
落
と
し
で
納
め
た

保
険
料
の
一
�
を
奨
励
金
と
し

て
お
返
し
し
ま
す
。

申
込
み
は
、
保
険
料
決
定
通

知
書
、
預
金
通
帳
、
印
鑑
（
通

帳
印
）
を
持
っ
て
、
銀
行
・
郵

便
局
な
ど
の
金
融
機
関
、
ま
た

は
国
保
保
険
料
課
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

「
高
齢
受
給
者
証
」に
つ
い
て

平
成
１４
年
１０
月
の
健
康
保
険

法
等
の
改
正
に
よ
り
、
昭
和
７

年
１０
月
１
日
以
降
生
ま
れ
の
国

保
加
入
者
（
老
人
保
健
対
象
者

は
除
く
）
は
、
７５
歳
に
な
る
ま

で
は
国
保
で
医
療
を
受
け
ま
す
。

７０
歳
に
な
っ
た
翌
月
（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
当
月
）
か
ら
、

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
」
の
対
象
と
な
り
、
所
得
な

ど
に
応
じ
た
自
己
負
担
割
合
を

記
載
し
た
同
受
給
者
証
が
届
き

ま
す
。

な
お
、
平
成
１８
年
度
所
得
に

応
じ
て
更
新
し
た
受
給
者
証（
黄

緑
色
）
を
７
月
末
に
送
付
し
て

い
ま
す
。
８
月
か
ら
医
療
機
関

に
か
か
る
と
き
は
、
保
険
証
と

一
緒
に
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。自
己
負
担
割
合
な
ど
は
、

所
得
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
の

で
、
必
ず
所
得
の
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
先

国
民
健
康
保
険

室
保
険
料
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
８
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
７

健
康
づ
く
り
の「
標
語
」

「
絵
画
」作
品
を
募
集

大
阪
府
国
保
連
合
会
で
は
、

健
康
で
明
る
く
元
気
に
生
活
で

き
る
社
会
を
め
ざ
す
標
語
と
絵

画
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象

▽
標
語
�
府
内
在

住
、
在
勤
の
方

▽
絵
画
�
府

内
在
住
の
小
・
中
学
生

◇
応
募
期
間

８
月
１
日
�

〜
９
月
６
日
�
（
必
着
）

※
応
募
案
内
は
国
保
管
理
課
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配

布
。

◇

◇

◇
問
合
先

国
民
健
康
保
険

室
管
理
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
７
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

平
成
１７
年
度
の
消
費
生
活
相
談
件
数
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

相
談
件
数
は
、
六
千
三
百
三
十
二
件
。

前
年
度
よ
り
千
七
百
二
十
一
件
減
少
し
、

増
加
傾
向
に
あ
っ
た
相
談
件
数
が
初
の
減

少
と
な
り
ま
し
た（
表
①
参
照
）。し
か
し
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
多
く
の
方
が
被
害

に
あ
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
発
生
し

て
い
る
の
か
を
認
識
し
、
被
害
に
あ
わ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

販
売
形
態
で
は

販
売
別
で
み
る
と
、
通
信
販

売
に
関
す
る
相
談
は
大
幅
に
減

少
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て

相
談
件
数
の
多
い
項
目
で
す
。

ま
た
、
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘

販
売
に
関
す
る
相
談
は
件
数
に

大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
（
表
�
参
照
）。

【
通
信
販
売
】

通
信
販
売
に
関
す
る
相
談
は
、

二
千
百
三
十
一
件
で
、
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
有
料

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
（
ア
ダ
ル

ト
・
出
会
い
系
な
ど
）
の
架
空

請
求
や
情
報
料
請
求
の
相
談
が

千
二
百
二
十
六
件
あ
り
ま
し
た
。

【
訪
問
販
売
】

訪
問
販
売
に
関
す
る
相
談
は

九
百
九
十
三
件
で
し
た
。
住
居

品
や
食
料
品
で
は
、
浄
水
器
・

健
康
食
品
に
関
す
る
相
談
が
多

く
、
教
養
娯
楽
品
で
は
、
学
習

教
材
・
新
聞
に
関
す
る
相
談
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
近
所
で
工
事
を
し
て

い
る
の
で
、
点
検
し
ま
す
よ
」

と
来
訪
す
る
屋
根
工
事
・
衛
生

設
備
工
事
な
ど
の
相
談
も
増
え

て
い
ま
す
。

【
電
話
勧
誘
販
売
】

電
話
勧
誘
販
売
に
関
す
る
相

談
は
二
百
四
十
五
件
で
、「
受
講

す
れ
ば
資
格
が
取
れ
る
」
な
ど

と
言
葉
た
く
み
に
、
講
座
や
教

材
を
契
約
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
過

去
に
契
約
し
た
人
に
「
資
格
を

取
得
で
き
る
ま
で
、
契
約
は
終

わ
ら
な
い
」
な
ど
と
言
っ
て
新

た
な
契
約
を
さ
せ
る
『
二
次
被

害
』
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
別
で
は

相
談
内
容
を
分
類
す
る
と
、

「
契
約
・
解
約
」
関
係
が
五
千

六
件
で
最
も
多
く
、次
い
で「
販

売
方
法
」
が
千
七
十
三
件
。「
価

格
・
料
金
」
に
つ
い
て
は
九
百

九
十
六
件
で
し
た
。

通
信
販
売
の

相
談
は
半
減

相
談
の
特
徴
と
し
て
、
通
信

販
売
の
相
談
で
は
、
前
年
度
に

比
べ
る
と
二
千
百
五
十
件
も
減

少
。
こ
れ
は
、
広
報
紙
な
ど
で

架
空
請
求
な
ど
の
啓
発
や
、
被

害
な
ど
の
情
報
が
頻
繁
に
報
道

さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
の
相
談
で
は
、
屋
根
工
事
や

衛
生
設
備
工
事
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
が
多
く
、
前
年
度
に
比
べ
五

百
件
も
増
加
。
こ
れ
は
、
リ
フ

ォ
ー
ム
工
事
の
悪
質
商
法
が
テ

レ
ビ
放
映
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
気
付
き
に
く
か
っ
た
商
法

に
気
付
き
、
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
先

消
費
生
活
セ
ン

タ
ー

０
７
２（
９
６
５
）６
０

０
２
、
�
０
７
２
（
９
６
２
）

９
３
８
５

助
産
師
・
看
護
師
の
採
用

試
験
を
、
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

◇
受
験
資
格

昭
和
４６
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
そ

れ
ぞ
れ
の
免
許
を
有
し
、
１０

月
１
日
、
ま
た
は
１１
月
１
日

か
ら
勤
務
で
き
る
方

※
日
本
国
籍
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
受
験
で
き
ま
す
。

◇
採
用
人
数

あ
わ
せ
て

二
十
人
程
度

◇
試
験
日

８
月
２０
日
�

※
受
験
者
多
数
の
場
合
、

口
述
試
験
の
み
８
月
２７
日
�

に
実
施
。

◇
合
格
発
表
（
予
定
）

８
月
３０
日
�

※
申
込
み
時
の
請
求
に
基

づ
い
て
、
不
合
格
者
の
み
試

験
結
果
を
開
示
し
ま
す
。

◇
申
込
書
の
交
付

７
月

２５
日
�
か
ら
人
事
課
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
市
立
総
合

病
院
総
務
課
で
交
付

◇
受
付
期
間

８
月
７
日

�
〜
１１
日
�

◇
申
込
・
問
合
先

〒
５７７

・
８
５
２
１
市
役
所
人
事
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
１
７
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

１
９

公
的
賃
貸
住
宅

【
市
営
住
宅
】

市
が
管
理
し
て
い
る
住
宅

で
す
。
今
年
の
募
集
は
９
月

で
、
９
月
１
日
号
の
市
政
だ

よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
用
紙
は
募
集
時
期
の

み
住
宅
政
策
課
、
市
政
情
報

相
談
課
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
福
祉
事
務
所
で
配

布
し
ま
す
。
な
お
、
市
内
在

住
ま
た
は
在
勤
で
、
収
入
が

基
準
額
以
下
な
ど
一
定
の
資

格
要
件
が
あ
り
ま
す
。

◇
問
合
先

住
宅
政
策
課

０
６（
４
３
０
９
）３
２
３
１
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

３
４【

府
営
住
宅
】

大
阪
府
が
管
理
し
て
い
る

住
宅
で
す
。
資
格
要
件
は
市

営
住
宅
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

申
込
用
紙
は
募
集
時
期
の

み
住
宅
政
策
課
、
市
政
情
報

相
談
課
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
府
税
事
務
所
な
ど

で
配
布
し
ま
す
。

◇
募
集
時
期

▽
総
合
募

集（
新
築
・
空
家
）�
５
月
、

１１
月

▽
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ

ン
グ
、
車
い
す
常
用
者
世
帯

向
け
住
宅
�
６
月
、
１２
月

▽
住
宅
困
窮
度
評
定
募
集
�

９
月◇

問
合
先

▽
府
営
住
宅

募
集
案
内

０
６
（
６
９

４
５
）
６
０
０
０

▽
大
阪

府
住
宅
供
給
公
社
府
営
住
宅

募
集
係

０
６（
６
２
０
３
）

５
５
１
８

▽
大
阪
府
住
宅

管
理
課

０
６（
６
９
４
１
）

０
３
５
１

住
宅
改
修
・
改
造
費

【
住
宅
改
修
費
の
支
給
】

介
護
保
険
法
の
要
介
護
認

定
で
要
支
援
一
〜
二
、
要
介

護
一
〜
五
と
認
定
さ
れ
た
方

は
、
小
規
模
な
住
宅
改
修
の

費
用
の
支
給
が
受
け
ら
れ
ま

す
。◇

問
合
先

介
護
認
定
給

付
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
８
６
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
１
４

【
住
宅
改
造
費
の
助
成
】

満
６５
歳
以
上
で
要
支
援
・

要
介
護
の
高
齢
者
の
い
る
世

帯
（
世
帯
構
成
の
条
件
あ

り
）、ま
た
は
身
体
障
害
者
手

帳
一
級
ま
た
は
二
級
に
該
当

す
る
方
が
い
る
世
帯
は
、
小

規
模
な
住
宅
改
造
の
費
用
の

助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
所

得
税
額
に
制
限
あ
り
）。

◇
問
合
先

障
害
者
支
援

室

０
６（
４
３
０
９
）３
１

８
３
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
５

表② 販売形態別相談件数
平成１７年度
２，１３１件
９９３件
２４５件
１１５件
１８件
１１７件

２，７１３件

平成１６年度
４，２８１件
１，０１０件
３１９件
１３２件
１７件
７８件

２，２１６件

販売形態
通信販売
訪問販売
電話勧誘販売
マルチ商法
ネガティブオプション
その他無店舗販売
不明・無関係

相談件数は６，３３２件 前年比１，７２１件減

市市
職職
員員
をを
募募
集集
しし
まま
すす

―
市
立
総
合
病
院

助
産
師
・
看
護
師
―

公的賃貸住宅の募集など

～住まいの情報を
お知らせします～

平
成
１７
年
度

保
険
料
は
大
切
な
財
源
で
す

―
国
民
健
康
保
険
―

（２）第８６４号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１８年８月１日



保保健健所所・・セセンンタターーだだよよりり生食用魚介類は新鮮なうちに

魚介類は「腸炎ビブリオ」と呼ばれる
食中毒菌に汚染されていることがありま
す。この菌に汚染された食品を食べると、

おうと

激しい腹痛や下痢、嘔吐の症状を起こし
ます。次のことに注意して予防しましょ
う。 �生鮮食品の購入後は、保冷剤な
どを入れてまっすぐ家に帰り、帰宅後は
すぐに冷蔵庫に入れる �鮮魚介類を冷
蔵庫に入れるときは、ほかの食品に汁が
かからないよう、ビニール袋や容器に入
れて保存する �腸炎ビブリオ菌は真水
や熱に弱いので、調理する前に水道水で
よく洗い、調理するときは十分に加熱す
る �寿司や刺身などはなるべく早く食
べる �使用したまな板や包丁は洗剤や
流水でよく洗い、熱湯や漂白剤などで消
毒する
食中毒の症状は、抵抗力の弱い乳幼児

や児童、高齢者の場合、特に重くなるこ
とがありますので、できるだけ魚介類の
生食は控えましょう。特に肝臓に疾患の
ある方は、夏場の魚介類の生食は避けて
ください。
■問合先 食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、
�０７２（９６０）３８０７

地区健康相談

【東保健センター】
とき・ところ �８月７日��東保健

センター �２３日��縄手南公民分館
☆いずれも午前１０時～１１時
【中保健センター】
とき・ところ ８月１７日� 午前９時

３０分～１０時３０分�中保健センター
【西保健センター】
とき・ところ �８月４日� 午前９

時３０分～１０時３０分�西保健センター �
１１日� 午前１０時～１１時�森河内公民分
館 ※いずれも乳幼児のみ。

◇ ◇
対象・内容 �乳幼児�身体計測、育

児相談など �老成人�健康相談、血圧
測定、検尿など
■問合先 東・中・西保健センター

マタニティ教室

先輩パパママと交流しながら出産、子
育ての準備をします。
【東保健センター】
とき ８月１０日�、１７日�、２４日�

午後１時から（計３日間） ☆１７日は午
前９時３０分から
【西保健センター】
とき ８～９月の第２・４金曜日 午後
１時３０分～３時３０分（計４日間） 対象
おおむね妊娠１６週以上の妊婦とその家族

◇ ◇
■ところ・申込・問合先 東・西保健
センター

気管支ぜん息児のための教室

【カンガルー教室】
最新のぜん息治療を学び、親子で運動

を楽しみます。 とき １０月５日�、１９
日� 午後１時３０分～３時３０分（計２日
間） ところ ユトリート東大阪 対象
・定員 気管支ぜん息の３～４歳児とそ
の保護者・２０組（申込先着順） ※１歳
～未就学児の保育あり（定員１０人で要予
約） 申込期間 ８月１日�～１５日�
【水泳教室】
医師などが毎回付き添います。 とき

祝日を除く１０月６日～１２月１日の毎週金
曜日 午後３時～５時（計８日間） と
ころ ＮＳＩ花園スイミングスクール
対象・定員 平成１１年４月２日～平成１４
年９月３０日生まれの気管支ぜん息の児童
とその保護者・５０人（抽選） 申込期間
８月１日�～９日�

◇ ◇
■申込・問合先 �東・中・西保健セ
ンター �健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、
�０７２（９６０）３８０９

らくらくうきうき
水中ウォーキング教室

水中ウォーキングを中心に、正しい運
動などを身につけることで、生活習慣病
を改善しませんか。体型が気になる方（へ
そまわり男性８５�、女性９０�以上）は、
ぜひ参加してください。 とき ９月４
日～１２月１１日の原則毎週月曜日 午前９
時３０分～正午（計１２日間） ところ 東
大阪アリーナ、中保健センター 内容
水中運動、食事学習会、血液検査 対象
・定員 ３０～６５歳の服薬していない方・
５０人（申込先着順） 費用 １，０００円 申
込方法 ８月４日�の午前９時３０分から
電話で
■申込・問合先 中保健センター

高脂血症の方のための
個別健康教室

とき ８月下旬から来年３月までの計
８回（日時は相談） 内容 医師、栄養
士、運動指導員の講話と保健師による個
別相談 対象・定員 総コレステロール
値が２２０～２８０	／
で治療を受けていな
い６５歳以下の方・３０人（申込先着順）
申込方法 ８月７日�の午前９時３０分か
ら電話で
■ところ・申込・問合先 中保健セン
ター

愛の献血

とき・ところ �８月１日��小阪駅
前 �４日��イズミヤ若江岩田店 �
１１日��布施駅北側バスロータリー �
１４日��市立総合病院 �２０日��新池
島自治会館 �２５日��瓢�山駅南側
※いずれも午前１０時からで、昼の休憩時
間および終了時間は場所によって異なり
ます。 ※献血受付時に保険証や運転免
許証などの提示により、本人確認を行い
ます。
■問合先 地域健康企画課 ０７２（９６０）

３８０１、�０７２（９６０）３８０６

肺がん・結核エックス線検診

とき ８月２１日� 午前９時３０分～１０
時３０分 内容・対象 �結核検診�市内
在住の１５歳以上の方 �肺がん検診�市
内在住の４０歳以上の方
■ところ・申込・問合先 西保健セン

ター

乳がん（マンモグラフィ）検診

ごく早期のがんも発見できるマンモグ
ラフィ検診を受けてみませんか。
【東保健センター】
とき ８月２８日� 午前９時３０分～１０

時３０分
【中保健センター】
とき ８月２９日� ☆午前９時と午後
１時に呼出 定員 午前・午後各２５人（申
込先着順）
【西保健センター】
とき ９月２２日� 午前 定員 ３０人

（申込先着順） 申込開始日 ８月１日�
◇ ◇

対象 ４０歳以上の女性で、平成１８年４
月１日現在、偶数年齢の方 費用 ８００円
※希望者には肺がん検診もあります。
※検診は１時間３０分程度。 ※個別検診
は恵生会病院（０７２・９８２・５１０１）、森本記
念クリニック（０７２・９６６・８１６６）、池田病
院（０６・６７２１・０１５１）で実施。
■ところ・申込・問合先 東・中・西
保健センター

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

東
�
０
７
２（
９
８
２
）２
６
０
３

�
０
７
２（
９
８
６
）２
１
３
５

中
�
０
７
２（
９
６
５
）６
４
１
１

�
０
７
２（
９
６
６
）６
５
２
７

西
�
０
６（
６
７
８
８
）０
０
８
５

�
０
６（
６
７
８
８
）２
９
１
６

と
こ
ろ

行
事

東
保
健
セ
ン
タ
ー

中
保
健
セ
ン
タ
ー

西
保
健
セ
ン
タ
ー

一
般
健
康
相
談
（
有
料
）

梅
毒
・
エ
イ
ズ
検
査
（
一
部

有
料
）

Ｃ
型
肝
炎
抗
体
検
査（
有
料
）

風
疹
抗
体
検
査
（
有
料
）

４
、
１８
日

９
・
３０
〜
１１
・
００

９
、
２３
日

９
・
３０
〜
１１
・
００

１４
、
２８
日

９
・
３０
〜
１１
・
００

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
予
約

制
）
∧
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

・
認
知
症
の
相
談
を
含
む
∨

第
二
・
四
月
曜
日

第
一
・
三
・
五
水
、
木
曜
日

１４
・
００
〜
１６
・
００

水
曜
日

第
二
・
四
金
曜
日

１４
・
００
〜
１６
・
００

水
曜
日

第
一
・
三
火
曜
日

１４
・
００
〜
１６
・
００

結
核
相
談

２
、
１８
日

１４
・
３０
〜
１５
・
３０

３
、
１７
日

１４
・
００
〜
１５
・
３０

７
、
２１
日

１３
・
３０
〜
１４
・
３０

骨
密
度
測
定
（
予
約
制
で
、

対
象
は
２０
歳
以
上
）

１０
日

９
・
２０
〜
１０
・
００

３
日

９
・
００
〜
１１
・
００

２３
日

９
・
３０
〜
１１
・
００

電
話
健
康
相
談

月
曜
日
〜
金
曜
日

９
・
００
〜
１７
・
００
（
昼
休
み
を
除
く
）

４
か
月
児
健
康
診
査

�
１８
年
４
月
生
ま
れ


８
日
�
４
月
１
日
〜
１５
日


２２
日
�
４
月
１６
日
〜
３０
日


１３
・
１０
〜
１４
・
００

１
日
�
４
月
１
日
〜
１０
日


８
日
�
４
月
１１
日
〜
２０
日


２２
日
�
４
月
２１
日
〜
３０
日


９
・
１０
開
始

２９
日
�
４
月
１
日
〜
３０
日


９
・
３０
開
始
（
北
部
）

９
日
�
４
月
１
日
〜
１０
日


２３
日
�
４
月
１１
日
〜
２０
日


３０
日
�
４
月
２１
日
〜
３０
日


１３
・
００
〜
１４
・
００

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

�
１７
年
１
月
生
ま
れ


（
幼
児
用
歯
ブ
ラ
シ
持
参
）

２３
日
�
１
月
１
日
〜
１５
日


３０
日
�
１
月
１６
日
〜
３１
日


１３
・
４０
〜
１４
・
３０

１１
日
�
１
月
１
日
〜
１５
日


２５
日
�
１
月
１６
日
〜
３１
日


１３
・
００
開
始

９
日
�
平
成
１６
年
１２
月
１
日

〜
平
成
１７
年
１
月
３１
日


１３
・
３０
開
始
（
北
部
）

１
日
�
１
月
１
日
〜
１５
日


２９
日
�
１
月
１６
日
〜
３１
日


１３
・
１５
〜
１４
・
００

３
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

�
１５
年
２
月
生
ま
れ


１１
日
�
２
月
１
日
〜
１５
日


２５
日
�
２
月
１６
日
〜
２８
日


１３
・
３０
〜
１４
・
２０

２
日
�
２
月
１
日
〜
１５
日


１８
日
�
２
月
１６
日
〜
２８
日


１３
・
００
開
始

（
北
部
は
来
月
）

８
日
�
２
月
１
日
〜
１５
日


２２
日
�
２
月
１６
日
〜
２８
日


１３
・
１５
〜
１４
・
００

２４
か
月
児
む
し
歯
予
測
検
査

�
１６
年
４
月
生
ま
れ
（
予
約
制
）

２１
日

１３
・
００
〜
１４
・
００

２２
日

１３
・
００
〜
１４
・
１５

２
日

１３
・
００
〜
１４
・
００

離
乳
食
講
習
会

９
日

１３
・
３０
開
始

乳
幼
児
健
康
相
談

７
日

１０
・
００
〜
１１
・
００

１７
日

９
・
３０
〜
１０
・
３０

４
日

９
・
３０
〜
１０
・
３０

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

�
３
か
月
〜
６
か
月
未
満
児

８
、２２
日

１４
・
００
〜
１４
・
３０

１
、８
、２２
日

２９
日（
北
部
）９

・
３０
〜
１０
・
００

９
、２３
、３０
日

１３
・
１５
〜
１４
・
００

▼
太
字
は
有
料
で
す（
検
査
内
容
に
よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

▼
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
・
猫
の
引
取
り
は
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。く
わ
し
く
は
動
物
指
導
セ
ン
タ

ー
（
０
７
２（
９
６
３
）６
２
１
１
）
ま
で
。
▼
一
般
健
康
相
談
を
事
業
所
な
ど
の
団
体
で
う
け
ら
れ
る
と
き
は
、
ま

え
も
っ
て
連
絡
く
だ
さ
い
。
▼（
北
部
）は
、盾
津
鴻
池
公
民
分
館
分
室
で
す
。
▼
車
で
の
来
所
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

検
査
の
種
類

費

用

受
付
日
・
時
間

受
付
場
所

検
便
検
査（
赤
痢
菌
・
サ
ル
モ
ネ
ラ
属
菌
・
大
腸
菌
Ｏ
１
５
７
）

二
千
百
六
十
円

１
、
２２
日

９・３０から
１１・００まで
環境衛生検査
セ ン タ ー
０６（６７８８）４４８３
�０６（６７８８）２０６４

寄
生
虫
卵
検
査（
寄
生
虫
卵
検
査
、
ぎ
ょ
う
虫
卵
検
査
）

各
四
百
三
十
二
円

１
、
２２
日

水
道
法
に
も
と
づ
く

飲
用
水
水
質
検
査

���
予
約
制
０
６（
６
７
８
７
）５
０
０
４

�
０
６
（
６
７
８
７
）
７
４
０
４

���

平
常
項
目
一
万
六
千
八
百
円

全
項
目
十
八
万
千
六
百
円

８
日

平成１８年８月１日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８６４号（３）
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患者とふれあい ともに輝く
一
九
四
五
年（
昭
和
二
十
年
）

８
月
、
広
島
と
長
崎
に
原
子
爆

弾
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
、
今
年

で
六
十
一
年
目
を
迎
え
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
多

く
の
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
り
、

核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
、
戦
争
の

悲
惨
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

再
び
、
あ
の
悲
劇
を
繰
り
返

し
て
は
な
ら
な
い
と
、
わ
た
し

た
ち
は
戦
争
の
放
棄
と
平
和
へ

の
願
い
を
込
め
た
「
日
本
国
憲

法
」
を
制
定
し
、
恒
久
平
和
の

確
立
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
世
界
で
は
、
戦
争
や

民
族
紛
争
、
テ
ロ
事
件
な
ど
治

安
の
悪
化
が
多
く
見
ら
れ
、
尊

い
命
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
核
廃
絶
に
逆
行
す
る
核

実
験
や
核
開
発
に
も
、
予
断
が

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

今
後
、
二
度
と
悲
惨
な
体
験

を
し
な
い
た
め
、
核
兵
器
を
は

じ
め
と
す
る
非
人
道
的
な
兵
器

を
廃
絶
し
、
世
界
の
恒
久
平
和

を
早
期
に
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
の
責
務
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
市
は
、
一
九
八
五
年
（
昭

和
六
十
年
）
に
制
定
し
た
非
核

「
平
和
都
市
宣
言
」
の
趣
旨
に

基
づ
き
、
一
九
九
三
年
（
平
成

五
年
）
に
平
和
な
ま
ち
づ
く
り

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
広
島
、
長

崎
の
灯
火
か
ら
の
分
火
を
受
け
、

と
も
し
び

�
平
和
の
灯
�
を
市
民
会
館
前

に
設
置
す
る
な
ど
、
核
兵
器
の

廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
訴

え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
も
府
立
中
央
図

書
館
で
、「
平
和
の
つ
ど
い
」
と

題
し
「
平
和
資
料
展
」（
８
月
８

日
�
〜
１３
日
�
）
や
「
原
爆
体

験
の
お
は
な
し
」（
１２
日
�
、
１３

日
�
）
を
開
催
し
ま
す
（
１０
日

�
は
休
館
）。
ぜ
ひ
参
加
し
、
と

も
に
平
和
へ
の
大
き
な
輪
を
広

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
病
院
の
お
世
話
に
な
る
の
は
、
だ
れ
に
で
も

起
こ
り
う
る
こ
と
。
今
の
元
気
を
病
院
に
来
る
み

な
さ
ん
の
た
め
に
使
い
た
い
ん
で
す
」
と
話
す
馬

場
勝
子
さ
ん
は
、自
身
の
病
気
を
乗
り
越
え
、医
療

へ
の
恩
返
し
に
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
ま
し
た

市
立
総
合
病
院
で
は
、
黄
緑
色
の
エ
プ
ロ
ン
を
身

に
付
け
た
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
毎
日
活
躍
し
て
い

ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
人
そ
れ
ぞ

れ
。
し
か
し
�
人
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
い
出
会
い

が
あ
る
�
と
感
じ
て
い
る
の
は
、
続
け
て
い
る
方
み

な
さ
ん
に
共
通
し
て
い
ま
す
。

平
成
１１
年
の
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
発
足
時

か
ら
、
活
動
を
続
け
て
い
る
松
川
ヨ
シ
子
さ
ん
（
写

真
左
）
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
入
れ
が
行
き

届
い
た
屋
上
庭
園
。
緑
や
季
節
の
花
が
、

訪
れ
る
人
に
や
す
ら
ぎ
を
与
え
ま
す

週
に
一
度
、
午
前
９
時
か
ら

正
午
ま
で
外
来
の
来
院
者
を
案

内
し
た
り
、
入
院
す
る
人
を
病

室
ま
で
連
れ
て
行
っ
た
り
と
、

き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
仕
事

を
こ
な
す
松
川
さ
ん
。
家
族
の

闘
病
生
活
で
看
護
を
経
験
し
、

「
大
変
な
毎
日
を
過
ご
す
病
気

の
方
や
家
族
の
助
け
に
な
れ
ば
」

と
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始

め
て
七
年
に
な
り
ま
す
。

「
患
者
さ
ん
か
ら
の
『
ご
苦

労
さ
ま
で
す
』
と
い
う
言
葉
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
元
気
な

う
ち
は
続
け
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
、
意
気
込
み
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
顔
や
名
前

を
覚
え
て
く
れ
て
い
る
患
者
さ

ん
も
多
く
、
な
か
に
は
来
院
の

た
び
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
訪
ね
、

近
況
を
話
し
て
い
く
人
も
。

「
多
く
の
方
と
出
会
う
こ
と

が
で
き
、
親
し
く
い
ろ
い
ろ
な

話
が
で
き
る
。
こ
こ
に
来
な
け

れ
ば
会
え
な
か
っ
た
方
た
ち
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
」
と
、
活
動

の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

大
切
に
し
て
い
る
の
が
、
来

院
す
る
人
た
ち
と
は
も
ち
ろ
ん
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
と
会
話
を

す
る
時
間
。
松
川
さ
ん
の
誘
い

で
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め

た
後
藤
さ
ん
（
一
面
に
掲
載
）

た
ち
と
も
、
冗
談
を
交
え
た
会

話
が
弾
み
ま
す
。

「
後
藤
さ
ん
は
か
つ
て
の
職

場
の
上
司
で
、
信
頼
が
厚
く
こ

の
方
な
ら
と
思
っ
て
紹
介
し
た

ん
で
す
。
定
年
後
は
時
間
を
持

て
余
し
て
い
る
だ
ろ
う
し
」と
、

に
こ
や
か
に
話
し
ま
す
。

仕
事
は
も
ち
ろ
ん
楽
し
い
こ

と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

「
任
さ
れ
る
責
任
が
あ
る
の
で
、

気
持
ち
に
張
り
が
生
ま
れ
、
普

段
の
生
活
と
の
メ
リ
ハ
リ
が
で

き
ま
す
。
続
け
て
こ
ら
れ
た
の

は
、
自
分
自
身
の
た
め
に
も
な

っ
て
い
る
か
ら
で
す
よ
」
と
、

や
り
が
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

◇

◇

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
接
す
る
こ

と
の
多
い
看
護
師
か
ら
は
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
は
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

本
当
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
今
日
も

大
き
な
信
頼
の
も
と
、
病
院
の

現
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

原
爆
死
没
者
、
戦
没
者
へ

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

広
島
と
長
崎
で
は
、
原
爆
投

下
の
日
に
原
爆
死
没
者
の
め
い

福
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
っ

て
、
被
爆
六
十
一
年
目
の
慰
霊

と
平
和
祈
念
の
式
典
が
行
わ
れ

ま
す
。

ま
た
、
８
月
１５
日
の
「
戦
没

者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る

日
」に
は
、日
本
武
道
館
で
全
国

戦
没
者
追
悼
式
が
開
か
れ
ま
す
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
め
い

福
と
、
再
び
こ
の
よ
う
な
惨
事

が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
祈
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
職
場
で
、

次
の
日
時
に
一
分
間
の
黙
と
う

を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

◇
と
き

▽
８
月
６
日
�

午
前
８
時
１５
分

▽
９
日
�

午
前
１１
時
２
分

▽
１５
日
�

正
午募

集
し
ま
す

人
権
啓
発
詩
・
読
書
感
想
文

「
人
権
の
尊
さ
や
、
お
互
い

の
人
権
を
守
る
こ
と
、
差
別
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
大
切

さ
、
平
和
の
尊
さ
の
訴
え
」
な

ど
を
テ
ー
マ
に
、
詩
と
読
書
感

想
文
を
募
集
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格

市
内
在
住
、

在
学
の
小
・
中
学
（
部
）
生

◇
規
格

▽
詩
�
形
式
、
長

さ
は
自
由

▽
読
書
感
想
文
�

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
、
小

学
（
部
）
生
は
三
枚
以
内
、
中

学
（
部
）
生
は
五
枚
以
内

※
い
ず
れ
も
一
人
一
編
で
、

未
発
表
の
創
作
作
品
に
限
る
。

◇
応
募
方
法

作
品
名
、
氏

名
、
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
、

氏
名
公
表
の
可
否
（
読
書
感
想

文
は
図
書
名
と
著
者
名
、
発
行

所
も
）
を
書
い
て
、
９
月
２５
日

	
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。※

優
秀
作
品
は
表
彰
し
ま
す
。

◇

◇

◇
応
募
・
問
合
先

〒
５７７
・

８
５
２
１
市
役
所
人
権
啓
発
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
５
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
２
３

戦
争
の
本
展

戦
争
を
見
つ
め

続
け
る
こ
と

市
立
図
書
館
で
は
、
８
月
１

日
�
か
ら
１５
日
�
ま
で
�
戦
争

の
本
展
�
を
開
催
し
ま
す
。

戦
争
の
残
酷
さ
や
平
和
の
大

切
さ
を
訴
え
る
図
書
資
料
を
展

示
す
る
ほ
か
、
次
の
と
お
り
ビ

デ
オ
上
映
を
行
い
ま
す
。

戦
争
ア
ニ
メ
鑑
賞
会

【
永
和
図
書
館
大
�
分
室
】

◇
と
き
・
内
容
・
定
員

８

月
５
日
�

午
後
２
時
か
ら
�

「
青
い
オ
ウ
ム
と
や
せ
た
男
の

話
」
・
八
十
人

【
花
園
図
書
館
】

◇
と
き
・
内
容
・
定
員

８

月
９
日
�

午
前
１０
時
３０
分
か

ら
�
「
か
ん
か
ら
さ
ん
し
ん
」

・
八
十
人

【
永
和
図
書
館
】

◇
と
き
・
内
容
・
定
員

８

月
１１
日



午
前
１０
時
３０
分
か

ら
�
「
青
い
オ
ウ
ム
と
や
せ
た

男
の
話
」
・
四
十
人

◇

◇

◇
問
合
先

▽
花
園
図
書
館

０
７
２（
９
６
５
）７
７
０
０
、

�
０
７
２（
９
６
５
）９
２
１
２

▽
旭
町
図
書
館

０
７
２
（
９

８
２
）
１
２
３
５
、
�
０
７
２

（
９
８
４
）
６
０
７
９

▽
永

和
図
書
館

０
６（
６
７
８
１
）

５
５
０
０
、
�
０
６
（
６
７

８
４
）
５
６
３
０

▽
永
和
図

書
館
大
�
分
室

０
６
（
６
７

２
８
）
０
２
０
０
、
�
０
６

（
６
７
３
０
）
７
３
３
７

市
立
総
合
病
院
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
健
康
な
人
な

ら
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

◇
活
動
時
間

月
〜
金
曜
日
の
午
前
ま

た
は
午
後
の
約
三
時
間

※
曜
日
と
時
間
帯
は
自
由
に
選
べ
ま
す
。

◇
内
容

▽
午
前
�
入
院
案
内
、
代
筆

・
案
内
誘
導
・
車
い
す
対
応
な
ど
の
外
来

受
診
の
手
伝
い

▽
午
後
�
入
院
案
内
、

衛
生
材
料
の
整
理
、
看
護
用
具
の
縫
製
、

患
者
の
買
物
・
洗
濯
、
屋
上
庭
園
の
手
入

れ
、
患
者
の
散
歩
手
伝
い

◇
問
合
先

市
立
総
合
病
院
看
護
部

０
６
（
６
７
８
１
）
５
１
０
１
、
�
０
６

（
６
７
８
１
）
２
２
７
１

８
月
６
日
�
は
大
阪
府
議

会
議
員
補
欠
選
挙
（
東
大
阪

市
選
挙
区
）の
投
票
日
で
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を

い
か
す
た
め
に
も
、
必
ず
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

第
三
百
四
十
投
票
区
の
投

票
所
が
、
府
営
東
大
阪
新
上

小
阪
住
宅
集
会
所
か
ら
南
上

小
阪
自
治
会
館
に
変
わ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

該
当
地
区
は
、
新
上
小
阪
、

南
上
小
阪
、
東
上
小
阪
、
宝

持
三
丁
目
、
小
若
江
三
丁
目

一
四
〜
二
四
番
で
す
。

◇
問
合
先

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

０
６
（
４
３

０
９
）
３
２
８
８
〜
９
、
�

０
６（
４
３
０
９
）３
８
４
９

市
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

の
健
診
や
小
・
中
学
校
の
懇

談
会
な
ど
で
の
通
訳
・
翻
訳

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
に

あ
た
り
、
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

◇
と
き
・
内
容

▽
９
月

７
日
�
、
１４
日
�
、
１０
月
２６

日
�
�
入
門
コ
ー
ス
「
語
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
構
え
」

▽
１０
月
１２
日
�
、
１９
日
�
、

２６
日
�
�
応
用
コ
ー
ス
「
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
に
配
慮
し
た

出
産
・
子
育
て
」

☆
い
ず
れ
も
午
後
１
時
３０

分
〜
４
時
３０
分

※
語
学
研
修
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◇
と
こ
ろ

イ
コ
ー
ラ
ム

（
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

◇
対
象

▽
市
内
で
語
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
し
、
活

動
で
き
る
方

▽
日
本
語
と

各
言
語
で
日
常
会
話
が
で
き

る
方

※
資
格
や
国
籍
は
問
い
ま

せ
ん
。

◇
定
員

各
二
十
人
（
申

込
先
着
順
）

◇
申
込
方
法

氏
名
（
ふ

り
が
な
も
）、
電
話
番
号
、
母

語
、
通
訳
言
語
、
通
訳
経
験
、

参
加
希
望
コ
ー
ス
、
参
加
希

望
理
由
を
、
８
月
３１
日
�
ま

で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で

◇
申
込
・
問
合
先

文
化

国
際
課
国
際
情
報
プ
ラ
ザ

０
６（
４
３
０
９
）３
３
１
１
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

２
３
、
Ｅ
メ
ー
ルb

u
n
k

o
k
u
@
c
ity
.h
ig
a
s
h
i

o
s
a
k
a
.o
s
a
k
a
.jp

鴻
池
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
よ
ち
よ
ち
タ
イ
ム
】

水
遊
び
な
ど
親
子
で
楽
し

く
遊
び
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

▽
８
月
７
日
	

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

▽
２５
日



午
後
１
時
３０
分

〜
３
時

◇
対
象

１
歳
以
上
２
歳

未
満
の
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

※
お
茶
と
名
札
（
水
遊
び

を
す
る
場
合
は
タ
オ
ル
と
水

遊
び
用
パ
ン
ツ
も
）を
持
参
。

◇
と
こ
ろ
・
問
合
先

鴻

池
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

０
６（
６
７
４
８
）８
２
５
１
、

�
０
６
（
６
７
４
３
）
０
５

７
７

荒
本
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
お
で
か
け
あ
い
あ
い
広

場
】◇

と
き

８
月
２５
日



午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

や
ま
な
み
プ

ラ
ザ
（
四
条
）

◇
対
象

就
学
前
の
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者

◇
申
込
方
法

８
月
１１
日



の
午
後
１
時
３０
分
か
ら
電

話
で※

子
育
て
相
談
や
「
あ
い

あ
い
広
場
」、「
赤
ち
ゃ
ん
タ

イ
ム
」
も
あ
り
ま
す
。

◇
申
込
・
問
合
先

荒
本

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

０
６（
６
７
８
８
）１
０
５
５
、

�
０
６
（
６
７
８
８
）
２
５

９
７

長
瀬
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
子
育
て
講
座
】

ス
ト
レ
ス
対
処
法
や
子
育

て
法
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
を
交

換
し
な
が
ら
子
育
て
仲
間
を

作
り
ま
せ
ん
か（
保
育
あ
り
）。

◇
と
き

９
月
５
日
〜
１０

月
２４
日
の
火
曜
日
（
計
八
日

間
）

午
前
１０
時
〜
正
午

◇
対
象
・
定
員

２
歳
以

上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

・
十
二
組

【
親
子
広
場
】

年
齢
別
に
分
か
れ
て
楽
し

く
遊
び
ま
せ
ん
か
。
三
週
に

一
度
、
木
曜
日
に
行
い
ま
す

（
計
五
日
間
）。

◇
初
回
の
と
き
・
対
象
・
定

員

▽
８
月
３１
日
�
５
か
月

〜
１
歳
未
満
・
八
組

▽
９

月
７
日
�
１
歳
６
か
月
〜
２

歳
未
満
・
十
五
組

▽
９
月

１４
日
�
３
歳
以
上
・
十
五
組

☆
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜

１１
時◇

申
込
方
法

８
月
１
日

�
〜
１１
日


に
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で

※
初
参
加
者
を
優
先
し
て

抽
選
。◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

長
瀬
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

０
６（
６
７
２
８
）１
８
０
０
、

�
０
６
（
６
７
２
８
）
２
４

１
３

車
い
す
の
扱
い
方
や
障
害

者
の
食
事
、
入
浴
な
ど
の
介

助
を
学
び
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ア
ー
な
ど
で
参
加
者
と
交

流
し
ま
す
。

◇
と
き

９
月
２３
日
�
〜

２４
日
�
（
一
泊
二
日
）

☆
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

午
前
１０
時
３０
分
集
合
、
同
所

で
午
後
３
時
解
散

※
雨
天
時
は
１０
月
２１
日
�

〜
２２
日
�
に
延
期
。

◇
と
こ
ろ

信
太
山
青
少

年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

◇
定
員

二
十
人
（
申
込

先
着
順
）

◇
費
用

三
千
円

◇
申
込
方
法

住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
、

８
月
３１
日
�
ま
で
に
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で

※
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
の
参

加
者
は
、
９
月
９
日
�
の
午

後
１
時
〜
３
時
に
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
行
う
「
車
い
す

体
験
教
室
」
も
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
申
込
・
問
合
先

市
民

福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

０
６

（
６
７
８
９
）
５
５
５
０
、

�
０
６
（
６
７
８
９
）
５
６

１
１

惑
星
の
素
顔
や
太
陽
系
の
星
を

観
察
す
る
方
法
を
学
ん
で
み
よ
う
。

◇
と
き

８
月
１２
日
�
〜
２７
日

�

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

※
月
曜
日
は
休
館
。

◇
内
容

▽
太
陽
系
の
解
説

▽
各
惑
星
の
紹
介

▽
太
陽
系
の

星
の
観
察
の
仕
方

▽
惑
星
の
探

し
方

▽
図
書
コ
ー
ナ
ー

◇
と
こ
ろ
・
問
合
先

ド
リ
ー

ム
２１

０
７
２
（
９
６
２
）
０
２

１
１
、
�
０
７
２（
９
６
２
）０
８

１
０

家
族
の
闘
病
生
活
が
活
動
の
糧
に

投
票
日
は
８
月
６
日
�日

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

松
川
ヨ
シ
子
さ
ん

大
阪
府
議
会
議
員

補
欠
選
挙（
東
大
阪
市
選
挙
区
）

ボランティア体験ワークキャンプ

車いすの方と
思い出を作ろう�

語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

あ
な
た
の
語
学
力
を

い
か
し
ま
せ
ん
か

募
集
し
て
い
ま
す

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ドドリリーームム２２１１
夏夏休休みみ特特別別展展

平平
和和
へへ
のの
願願
いい
をを
込込
めめ
てて

とと
もも
にに
考考
ええ
よよ
うう

親
子
で
あ
そ
び
に
来
ま
せ
ん
か

子
育
て
支
援
セ
ン
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ふれあい料理教室

とき ８月２１日� 午前１０時～午後１
時３０分 内容 暑さに負けない料理 講
師 大阪ガス福祉財団 対象・定員 市
内在住の６０歳以上の方・２４人（抽選）
費用 ５００円 申込方法 ８月１日�～１１
日�に電話または直接
■ところ・申込・問合先 高齢者サービ
スセンター ０７２（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

やまなみプラザの教室

【折り紙教室
～月うさぎの色紙を作ろう～】

とき ８月２５日� 午後１時３０分～４
時 定員 ３０人（抽選） 費用 ３００円
※折り紙は用意します。 申込方法 往
復ハガキに教室名、住所、氏名、年齢、
電話番号を書いて、８月１０日�（必着）
までに郵送
【むかしばなしを楽しむ会】
とき ８月２６日� 午後２時から 内
容 おはなし・絵本・手あそびなど 東
大阪おはなしの会「ねっこぼっこ」 対
象・定員 小学校３年生まで・３０人（当
日先着順） ※保護者同伴歓迎。

◇ ◇
■ところ・申込・問合先 〒５７９・８０５４
南四条町１―７ やまなみプラザ（四条）
０７２（９８８）３１１３、�０７２（９８８）３１０７

介護予防＆健康体操教室

とき・内容 �８月９日��介護予防
トレーニング教室（筋力トレーニングな
ど） �８月１０日�、２３日��生きがい
健康体操教室（簡単なストレッチなど）
☆いずれも午後１時３０分～３時 対象・
定員 市内在住の６０歳以上の方・各２５人
（申込先着順） 申込方法 ８月１日�
から電話または直接 ※いずれも１日コ
ースで、重複申込不可。
■ところ・申込・問合先 高齢者サー

ビスセンター ０７２（９６２）８０１１、�０７２
（９６３）２０２０

くすのきプラザの教室

【健康料理教室】
とき ９月２日� 午前１０時３０分～午
後１時３０分 内容 調理実習「鶏肉と大
豆の地中海風」「海老とタコのカルパッチ
ョ」など 東大阪地域活動栄養士会 定
員 ２０人（抽選） 費用 １，０００円
【健康づくり講座～前立腺の病気】
中高年の男性は前立腺の病気に要注意。
パートナーのために女性も参加してみま
せんか。 とき ９月２日� 午後２時
～３時３０分 講師 貝塚市立病院泌尿器
科部長 松田久雄さん 定員 ４０人（申
込先着順）
【陶芸教室】
陶芸の初歩を学びます。 とき ９月

９日、１６日、３０日、１０月７日、２８日（計
５日間） ☆いずれも土曜日で、午後１
時３０分～３時３０分 講師 本多博志さん
定員 １５人（抽選） 費用 ２，０００円

◇ ◇
申込方法 往復ハガキに教室名、住所、
氏名、電話番号を書いて、８月１５日�（必
着）までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒５７８・０９４１
岩田町４―３―２２―５００ くすのきプラザ（若
江岩田駅前） ０７２（９６７）６５６５（�兼用）

パソコン教室

【パワーポイント基本講習】
パワーポイントを使ってプレゼンテー

ション用の資料を作成します。 とき
９月８日�、１５日�、２９日� 午後６時
３０分～８時３０分（計３日間） 講師 ヒ
ューマンエスコーラ 対象・定員 ウイ
ンドウズ操作と文章の入力作業が円滑に
できる高校生以上の方・１２人（抽選）
費用 ３，６００円
【はじめての文書作成 ワード・エク

セルを知ろう�】
ワード、エクセルを使って、基本的な

文書を作成します。 とき ９月９日�、
１６日�、３０日� 午後２時３０分～４時３０
分（計３日間） 講師 トリプランＰＣ
クラブ 対象・定員 マウス操作と文字
入力ができる高校生以上の方・１５人（抽
選） 費用 ３，０００円

◇ ◇
申込方法 ハガキに教室名と日程、住
所、氏名、年齢、電話番号を書いて、８
月１５日�（必着）までに郵送（ファクス
でも可）
■ところ・申込・問合先 〒５７７・０８３２
長瀬町３―７―４０ 長瀬青少年センター ０６
（６７２７）１２００、�０６（６７２９）９７８７

消費生活講座
食品について調べよう

とき・内容 �８月２３日��食品の発
色剤、ビタミンＣの検出 �２５日��合
成着色料の検出、糖度の測定 ☆いずれ
も午後１時３０分～３時 対象・定員 市
内在住の方・１０人（申込先着順） 申込
期間 ８月１日�～１１日�
■ところ・申込・問合先 消費生活セ
ンター ０７２（９６５）６００２、�０７２（９６２）９３８５

市立総合病院
シャトルバス運行休止

８月１２日�、１９日�は高度医療機器導
入による院内改修工事のため、八戸ノ里
駅～総合病院間のシャトルバスが終日運
行休止となります。ご不便をお掛けしま
すが、ご理解をよろしくお願いします。
■問合先 市立総合病院総務課 ０６

（６７８１）５１０１、�０６（６７８１）２１９４

都市計画の説明会・公聴会
大阪外環状線の変更

府では、都市高速鉄道大阪外環状線の
変更の案を作成するため、都市計画の説
明会および公聴会を行います。
なお、公聴会は意見を述べていただく

ものであり、説明会ではありません。
【説明会】
とき ８月７日� 午後７時から と
ころ 柏田中学校 ※上履きを持参。
【公聴会】
とき ８月３０日� 午前１０時から と
ころ 大阪府庁新別館北館４階「職員会
館多目的ホール」 ※案の概要は８月１
日�から１５日�まで、都市づくり課、中
・北河内府税事務所内府民情報プラザ、
大阪府総合計画課で閲覧できます。 申
込方法 公述希望の方は公述申出書（様
式指定）を、傍聴希望の方はハガキに住
所、氏名、電話番号を書いて郵送（Ｅメー
ルでも可） 申込期限 ８月１５日�（必着）

◇ ◇
■申込・問合先 〒５４０・８５７０ 大阪府
総合計画課 ０６（６９４１）０３５１、Ｅメール
sogokeikaku@sbox.pref.osaka.lg.jp
■問合先 都市づくり課 ０６（４３０９）

３２１３、�０６（４３０９）３８３１

東大阪アリーナのお知らせ

【お盆特別個人利用デー】
家族・友達同士で気軽にスポーツを楽

しんでもらうため、お盆特別個人利用デ
ーを開催します。 とき ８月１４日�～
１６日� �午前１０時～正午 �午後１時
～３時 �午後３時～５時 �午後５時
～７時 内容 卓球・バドミントン各１０
台 費用 大人３００円、小人１５０円 申込
方法 ８月１１日�から当日までの午前１０
時～午後５時に電話で（申込１回につき
１台まで） ※ラケットやボール、体育
館シューズなどを持参。 ※ロッカー・
駐車場代は別途必要です。
【プールの一般利用について】
８月１９日�、２０日	は、水泳大会開催

のため、プールの一般利用はできません。
◇ ◇

■ところ・申込・問合先 東大阪アリ
ーナ ０６（６７２６）１９９５、�０６（６７２６）１９９４

高齢者サービスセンター
送迎バス運行廃止

高齢者サービスセンターの送迎バスが
排ガス規制のため、９月５日�をもって
運行廃止となります。以後の来館は、公
共交通機関などのご利用をお願いします。
■問合先 高齢者サービスセンター

０７２（９６２）８０１１、�０７２（９６３）２０２０

障害福祉計画策定
ニーズ調査を実施

障害福祉サービスや相談支援、地域生
活支援事業についての計画を策定するた
め、ニーズ調査を行います。
対象となるのは、障害福祉サービスを

現在受けている方と身体障害者手帳また
は療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の
いずれかをお持ちの方から無作為に抽出
した方です。
７月下旬に用紙を送付しましたので、

記入して８月１４日�（必着）までに返信
してください。
■問合先 障害者支援室 ０６（４３０９）

３１８３、�０６（４３０９）３８１５

児童手当・特例給付のお知らせ
おわびと訂正

平成１８年７月１０日付けで送付しました
平成１８年度児童手当・特例給付支給決定
通知書が、小学校第３学年修了前特例給
付となっておりますが、小学校修了前特
例給付の誤りです。おわびして訂正しま
す。
なお、支給要件については、変更あり

ません。
■問合先 国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、
�０６（４３０９）３８０５

「ブラウスをクリーニングに出して、
着ようと開封したら、ボタンがひとつ
取れていた。クリーニング店へ苦情を
言ったが対応してくれない」などの相
談がよくあります。
クリーニングでトラブルが起きた場

合、クリーニング店は原因を調べるこ
とが基本です。責任が店側にあれば、
事故賠償規準などによって補償されま
す。ただし、洗濯物を受け取り、一定
期間が経過した場合には、責任は問え

ないなどと定められており、交渉は困
難になります。
クリーニングは、依頼するときや受

け取りのときに商品の相互確認をしま
しょう。また、衣類に溶剤が残る場合
もありますので、トラブルを防ぐため
にも、洗濯物はなるべく早く受け取り、
すぐに開封し点検しましょう。
■問合先 消費生活センター ０７２

（９６５）０１０２、�０７２（９６２）９３８５

私たちを取り巻く自然環境は大きく
変化し、環境破壊は思った以上に深刻
なものです。地球温暖化や環境汚染な
ど、地球が抱えている問題を学び、身
近な家庭、また地域でできるさまざま
な環境活動について考え、住みよい暮
らしを守るため私たちができることを
一緒に考えてみませんか。 とき ８
月２１日�、２８日� 午後１時～４時１５
分 内容 �「傷ついていく地球・犯
人は誰」 大阪環境カウンセラー協会
�「ごみとくらし～循環型社会と私た
ちの役割～」 �「わたしたちの街の
環境活動」 大阪環境カウンセラー協
会 �「廃油でキャンドル～事例紹介

と体験～」 東大阪各市民団体 とこ
ろ 総合福祉センター 対象・定員
市内在住の全講座受講できる方・８０人
（申込先着順） 費用 ５００円 申込方
法 ハガキに講座名、住所、氏名、年
齢、電話番号、職業を書いて８月１４日
�（消印有効）までに郵送（電話また
はファクスでの申込みは、午後５時ま
で） ※受講決定者には、受講票を送
ります。
※手話通訳、要約筆記が必要な方は、
申し込んでください。
■申込・問合先 市民福祉活動セン

ター ０６（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）
５６１１

緊急度レベル★★★☆☆

クリーニングで取れた？
ブラウスのボタンくらしの

緊急情報

くらしと環境について考える
― 市 民 福 祉 講 座 ―

（６）第８６４号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１８年８月１日



８８８８８８８月月月月月月月ののののののの移移移移移移移動動動動動動動図図図図図図図書書書書書書書館館館館館館館８８８８８８８８８８８８８８月月月月月月月月月月月月月月 のののののののののののののの 移移移移移移移移移移移移移移動動動動動動動動動動動動動動 図図図図図図図図図図図図図図 書書書書書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館館館館館

お知らせコーナー お知らせコーナー 料金表示のないものは無料です 料金表示のないものは無料です 
���������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������������
�������������������������
�������������������������
�������������������������募 集 募 集 

相 談 相 談 

催 し 催 し 

消費生活展
出展グループ・絵画・作文

１０月２８日�、２９日�に消費生活センタ
ーで開催する「消費生活展」に出展する
グループと展示する絵画・作文を募集し
ます。テーマは『かしこい消費者に～し
っかり選ぼう消費者の知恵で～』です。
【出店グループ】
内容 テーマにそった消費生活に関す

ること
【絵画・作文】
作品規格 �絵画�４つ切画用紙 �

作文�４００字詰め原稿用紙１枚 応募資格
市内在住の小学生 ※原則として氏名な
どは公表します。なお、作品は返却しま
せん。

◇ ◇
応募期限 ９月１日� ※くわしくは、
市ホームページに掲載しています。
■応募・問合先 消費生活センター

０７２（９６５）６００２、�０７２（９６２）９３８５

年金なんでも相談

とき・ところ �８月２日��近江堂
行政サービスセンター �１５日��楠根
行政サービスセンター ☆いずれも午後
１時～４時
【年金相談・国民年金保険料納付相談】
国民年金保険料を未納のままで放置す

ると、将来年金が受給できないこともあ
ります。ぜひ、相談してみませんか。
とき・ところ �８月２日��グリーン
パル（中鴻池） �４日��くすのきプ
ラザ（若江岩田駅前） ☆いずれも午前
９時～午後５時

◇ ◇
※国民年金手帳または基礎年金番号が

わかるものを持参してください。
■問合先 �東大阪社会保険事務所

０６（６７２２）６００１ �国民年金課 ０６（４３０９）
３１６５、�０６（４３０９）３８０５

行政書士による無料相談

とき ８月１日� 午後１時～４時（予
約不要で、受付は午後３時３０分まで）
内容 遺言、相続、内容証明や各種契約
書の作成、建築業などの許認可申請、外
国人の帰化、会社設立など
■ところ・問合先 市政情報相談課

０６（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１

郷土博物館コーナー展示
夏の思い出

～昭和３０年代の家電製品など～

自然環境が大きく変化しているにもか
かわらず、私たちの暮らしは以前よりも
快適な夏を過ごしています。それには、
昭和３０年代に家電製品が普及したことに
あります。当時の夏の過ごし方を振り返
ってみませんか。 とき ８月８日�～
１０月１日� 午前９時３０分～午後４時３０
分 ※月曜日と祝日の翌日は休館。 展
示資料 氷冷蔵庫、扇風機、蚊帳など約
３０点
【うちわづくりに挑戦しよう】
とき ８月２０日� 午前１０時３０分～午
後２時 定員 １５人（申込先着順） ※
博物館の入館料が必要です。 申込方法
８月２日�の午前９時から電話で

◇ ◇
入館料 一般�５０円、高校・大学生�

３０円、小・中学生�２０円
■ところ・申込・問合先 郷土博物館

０７２（９８４）６３４１、�０７２（９８６）１４３２

在宅老人介護者のつどい
～お湯と味覚でくつろぎませんか～

家庭で高齢者を介護しているみなさん、
日ごろの疲れをリフレッシュし、介護者
同士で情報交換しませんか。 とき １０
月１４日�～１５日�（１泊２日） 行き先
岐阜県・北陸方面 内容 �福祉総合施
設見学および研修 �観光（東尋坊、大
安禅寺など） �芦原温泉宿泊 �グル
ープ懇談会 対象・定員 市内在住で、
家庭で３か月以上寝たきりや認知症の高
齢者を介護している方（１世帯につき１
人）・３０人（初参加者を優先して抽選） 費
用 ３，０００円 申込方法 ハガキに行事名、
住所、氏名、年齢、性別、電話番号を書
いて、８月１８日�（必着）までに郵送
■申込・問合先 〒５７７・００５４高井田元
町１―２―１３ 社会福祉協議会 ０６（６７８９）
７２０１、�０６（６７８９）２９２４

工作教室
つくろう�あそぼう�なつやすみ�

とき ８月３日�、４日� 午後２時
～３時３０分 内容 �動くくるまをつく
ろう ※材料は用意します。 �スライ
ド「じごくのそうべえ」 �絵本の紹介
など 定員 各日８０人（当日先着順）
■ところ・問合先 花園図書館 ０７２

（９６５）７７００、�０７２（９６５）９２１２

ビデオな１日・夏休み企画
チャーリーとチョコレート工場

イコーラム（男女共同参画センター）
では、「家族関係」「女性の生き方」など
を上映する『ビデオな１日』を開催して
います。今回は、子どもたちも楽しめる
夏休み企画「チャーリーとチョコレート
工場」（日本語吹替・字幕なし）を上映しま
す。 とき ８月２７日� 午後１時３０分
から 定員 ２４４人（当日先着順） ※１歳
６か月～就学前幼児の保育あり（１人２００
円で８月１８日�までに要予約・定員８人）。
■ところ・問合先 イコーラム ０７２

（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７

第７６回市民劇場
ＯＳＡＫＡ打打打団天鼓

和太鼓コンサート

ヨーロッパを歓喜させた、和太鼓と舞
の響宴ステージを、ぜひご覧ください。
とき ９月８日� 午後７時から（開場
は３０分前） 前売入場券 �一般�２，５００
円 �割引�１，５００円（中学生以下、障害
者およびその介護者） ※全席指定席で、
当日券は５００円増し。 ※前売券は、市民
会館、	東大阪市施設利用サービス協会
（旭町庁舎内）、チケットぴあ（一般前売
券のみ）で好評発売中。 ※駐車場はあ
りません。
■ところ・問合先 市民会館 ０６（６７２２）

９００１、�０６（６７２２）９００７

親子で登ろう会

親子で信貴山に登りませんか。 とき
８月２７日�（雨天中止） ☆近鉄「恩智
駅」に午前９時３０分集合、近鉄「信貴山
口駅」で午後４時ごろ解散 定員 １５組
３０人（抽選） 費用 ３００円 ※交通費は
自己負担で、弁当、水筒、雨具を持参。
※参加賞があります。 申込方法 往復
ハガキに行事名、住所、親子の氏名・年
齢、電話番号を書いて、８月１５日�（必
着）までに郵送
■申込・問合先 〒５７７・０８１７近江堂３

―１２―１５ はすの広場（近江堂）０６（６７３０）
０８４０、�０６（６７３０）５７２３

１day（ワンデイ）市民活動ひろば
～地域をつなぐ広場づくり～

市内のＮＰＯやボランティアグループ
などとの出会いの場づくりと情報提供を
行います。 とき �８月４日� 午前
１１時～午後７時 �５日� 午前１０時～
午後５時 ところ クレアホール・ふせ
（ブランドーリ２番街商店街内） 内容
�市民活動の紹介（展示）・相談、交流
の場 �出展団体による小物などの即売
�平和の語りべによるお話（４日は、「わ
たしはみたの―戦争と少女―」著者・篠
原禮子さん。５日は、東大阪市原爆被害
者の会・島村好子さん。 ☆いずれも午
後２時から） ※くわしくは、市ホーム
ページに掲載しています。
■問合先 まちづくり支援課 ０６（４３０９）

３３５０、�０６（４３０９）３８１２

【グリーンシアター】
とき・内容 �８月１２日� 午前１０
時から�「トムソーヤの冒険」 �１３
日� 午前１０時～午後５時�「戦争と
人間」 定員 各５０人（申込先着順）
【親子工作教室】
竹で水鉄砲を作って遊びます。 と

き ８月２０日� 午前１０時から 講師
生駒ネイチャークラフトクラブ 定員
３０人（抽選） 費用 ３００円 申込方法
８月１３日�までに電話で

【自然工作教室】
木の枝や実を使って、いろんな物を

作ってみませんか。 とき ８月２７日
� 午前１０時から 講師 枚岡ネイチ
ャークラブ 定員 ３０人（抽選） 費
用 ３００円 申込方法 ８月２０日�まで
に電話で

◇ ◇
■ところ・申込・問合先 グリーン

ガーデンひらおか ０７２（９８２）９９２０、
�０７２（９８２）９９２１

８日�

１０日�

１日�

９日�

１３：４０～１４：１０
１４：２０～１５：００
１５：３０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：４０～１６：１０

１３：３０～１４：００

１５：３０～１６：１０

西石切町７・オーク新石切
豊浦公民分館
シャルマンコーポ枚岡公園

善根寺町４・ＮＴＴ社宅

日下町４・マンハイム石切

日下町６・ＪＡ孔舎衙

盾津鴻池公民分館南

府営東鴻池第二住宅

島之内（メープルコート）

府営東大阪玉串住宅

若江東町２

・ライオンズマンション

１日�

２日�

９日�

１３：４０～１４：１０

１３：３０～１４：００

１４：２０～１４：５０

１４：２０～１４：５０

１５：２０～１６：００

１５：３０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：４０～１６：１０

１４：１０～１４：４０

日下町丹波神社東

横小路メイ・トーラス

上石切町２・駅前公園

東大阪養護老人ホーム

西石切町２

（ダイアパレス横）

六万寺町桜井公民館南

上四条町ウマハギ

上四条町大池公園

新池島町２丁目

下六万寺町ＮＴＴ枚岡社宅

４日�

３日�

９日�

２日�

１３：３０～１４：００

１４：１０～１４：４０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：１０

１５：４０～１６：３０

１４：３０～１５：１０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：００

１４：１０～１５：００

１５：３０～１６：１０

横枕・春光園

高齢者サービスセンター

玉串西団地集会所前

玉串元町団地

岩田町６・プレジデント東大阪

花園西町公園

イズミヤ若江岩田店

若江本町北公園

中鴻池町２・三島温泉前

楠風荘稲荷神社横

鴻池町・寺嶋公園

川中岡崎医院南

加納アメリア集会所前

府営加納住宅集会所前

３日�

８日�

１０日�

１１日�

４日�

１３：２０～１４：００
１４：２０～１４：５０
１５：５０～１６：３０
１４：２０～１４：５０
１３：３０～１４：１０
１３：２０～１４：１０
１４：２０～１４：５０
１５：３０～１６：２０
１５：４０～１６：２０
１３：３０～１４：１０
１４：２０～１５：００
１５：３０～１６：３０
１３：３０～１４：００
１４：１０～１４：４０

１５：３０～１６：１０

１５：４０～１６：３０

三ノ瀬公民分館
中小阪・大和公園
八戸の里公園
市営鷺島住宅集会所前
市営島町住宅
金岡公園
柏田公園
新喜多公園
岸田堂南公園
西堤神社境内
川俣処理場東
府営稲田住宅
御厨天神社境内
新家西町第２公園
近江堂行政
サービスセンター

御厨東・五百石公園

■問合先 永和図書館 �０６（６７８１）５５００ �０６（６７８４）５６３０

ググリリーーンンガガーーデデンンひひららおおかか

夏夏 休休 みみ のの 催催 しし

平成１８年８月１日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８６４号（７）
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市
民
水
泳
競
技
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
種
目
は
表
の
と
お
り

で
す
。

◇
と
き

８
月
２０
日
�

午

前
１０
時
か
ら
（
開
場
は
午
前
８

時
３０
分
）

◇
と
こ
ろ

東
大
阪
ア
リ
ー

ナ
◇
対
象

市
内
在
住
、在
勤
、

在
学
の
方
（
高
校
生
は
第
五
学

区
に
在
学
す
る
方
も
含
む
）

※
医
師
の
診
断
の
結
果
、
出

場
を
認
め
ら
れ
た
方
に
限
り
ま

す
。◇

費
用

▽
高
校
生
以
下
�

四
百
円

▽
一
般
�
五
百
円

※
リ
レ
ー
は
無
料
で
出
場
で

き
ま
す
が
、
リ
レ
ー
の
み
の
参

加
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

◇
申
込
方
法

所
定
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

８
月
１０
日
�
、
１１
日
�
の
午
前

９
時
〜
１１
時
に
東
大
阪
ア
リ
ー

ナ
ロ
ビ
ー
に
参
加
費
を
添
え
て

提
出

※
小
・
中
学
生
は
、
保
護
者

の
承
認
印
が
必
要
（
ク
ラ
ブ
の

参
加
は
顧
問
印
で
可
）。

※
申
込
用
紙
は
、
青
少
年
ス

ポ
ー
ツ
室
ま
た
は
東
大
阪
ア
リ

ー
ナ
で
配
布
し
ま
す
。

※
負
傷
や
事
故
に
つ
い
て
応

急
処
置
は
し
ま
す
が
、
以
後
の

責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

◇
問
合
先

▽
縄
手
北
中
学

校
「
安
福
」

０
７
２
（
９
８

５
）
３
７
４
１
、�
０
７
２
（
９

８
２
）
８
７
６
５

▽
青
少
年

ス
ポ
ー
ツ
室

０
６
（
４
３
０

９
）３
２
８
２
、�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
３
５

民
有
地
の
植
樹

資
金
を
助
成

民
有
地
の
植
樹
資
金
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
対
象
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
個
人
住
宅
】

道
路
に
面
し
て
い
る
長
さ
が

三
�
以
上
の
生
垣
に
植
樹
す
る

場
合
に
限
り
ま
す
。

【
事
業
所
】

規
模
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
職

場
と
住
居
が
一
緒
に
な
っ
て
い

る
場
合
は
、
職
場
に
比
重
が
大

き
い
も
の
に
限
り
ま
す
。な
お
、

工
場
立
地
法
に
規
定
す
る
特
定

工
場
（
製
造
業
で
敷
地
面
積
が

九
千
平
方
�
以
上
、
ま
た
は
建

築
面
積
が
三
千
平
方
�
以
上
）

は
除
き
ま
す
。

※
低
木
類
は
除
き
ま
す
。

【
住
宅
団
地
な
ど
】

住
宅
団
地
な
ど
の
共
有
地
ま

た
は
自
治
会
が
借
り
て
い
る
私

有
地
で
、
植
栽
地
と
し
て
永
続

性
の
あ
る
も
の
が
対
象
で
す
。

◇

◇

◇
助
成
額

▽
個
人
住
宅
�

一
件
に
つ
き
一
万
円
以
上
の
植

樹
に
要
す
る
費
用
の
二
分
の
一

（
上
限
二
十
万
円
）

▽
事
業

所
、
住
宅
団
地
な
ど
�
一
件
に

つ
き
十
万
円
以
上
の
植
樹
に
要

す
る
費
用
の
三
分
の
一
（
上
限

五
十
万
円
）

※
助
成
を
受
け
た
植
栽
は
、

五
年
間
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

◇
申
請
方
法

工
事
に
着
手

す
る
前
に
電
話
で

「
緑
の
写
真
」を
募
集

花
と
み
ど
り
を
テ
ー
マ
に
し

た
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格

市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方

◇
規
格

Ａ
４
サ
イ
ズ
ま
た

は
四
つ
切

◇
応
募
方
法

作
品
の
裏
面

に
画
題
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
職
業
（
学
校
名
）

を
書
い
て
、
１１
月
３０
日
�
ま
で

に
郵
送
ま
た
は
直
接

※
作
品
の
版
権
は
市
に
帰
属

し
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。※

入
選
者
に
は
来
年
４
月
１５

日
�
ま
で
に
通
知
し
、
賞
状
と

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

花
と
緑
の
相
談

草
花
、
観
葉
植
物
、
樹
木
の

育
て
方
な
ど
に
つ
い
て
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

毎
月
第
二
火
曜
日

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

※
祝
日
の
と
き
は
、
一
週
間

後
に
延
期
し
ま
す
。

◇
と
こ
ろ

市
役
所
一
階
相

談
室み

ど
り
基
金

緑
化
の
推
進
と
緑
の
保
全
を

図
る
た
め
、
昭
和
６０
年
４
月
１

日
に「
東
大
阪
市
み
ど
り
基
金
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
緑
の
ま

ち
づ
く
り
に
み
な
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇

◇

◇
応
募
・
申
請
・
問
合
先

〒
５７７
・
８
５
２
１
市
役
所
み
ど

り
対
策
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
２
２
７
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
３
６

水
泳
教
室
の
第
二
期
会
員
を

募
集
し
ま
す
。
期
間
は
、
９
月

か
ら
１２
月
ま
で
で
、開
催
教
室
、

曜
日
、
定
員
な
ど
は
表
の
と
お

り
で
す
（
計
十
日
間
）。

な
お
、
希
望
者
数
に
よ
っ
て

は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
定
数
を
超
え
る
場
合

は
抽
選
し
、
結
果
は
８
月
２４
日

�
ご
ろ
に
通
知
し
ま
す
。

◇
費
用

▽
中
学
生
以
下
�

八
千
円

▽
高
校
生
以
上
�
一

万
二
千
円

※
ロ
ッ
カ
ー
・
駐
車
場
代
は

別
途
必
要
で
す
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

（
一
人
一
枚
）
に
教
室
名
、
希

望
曜
日（
第
二
希
望
ま
で
）、
水

泳
経
験
の
有
無
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
（
年
少
は
生
年
月
日
、
小

学
生
は
学
年
も
）、電
話
番
号
を

書
い
て
、
８
月
１０
日
�
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
郵
送

※
負
傷
や
事
故
に
つ
い
て
応

急
処
置
は
し
ま
す
が
、
以
後
の

責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

※
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
は
で

き
ま
せ
ん
。

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

〒
５７７
・
０
８
０
４
中
小
阪
四
―

七
―
六
〇

東
大
阪
ア
リ
ー
ナ

０
６（
６
７
２
６
）１
９
９
５
、

�
０
６
（
６
７
２
６
）
１
９

９
４

種目（男女とも同一）
Ｅ
一般
１００ｍ
１００ｍ
１００ｍ
１００ｍ
２００ｍ
２００ｍ

Ｄ
高
１００ｍ
１００ｍ
１００ｍ
１００ｍ
２００ｍ
４００ｍ

Ｃ
中
１００ｍ
１００ｍ
１００ｍ
１００ｍ
２００ｍ
４００ｍ

Ｂ
小５・６
５０ｍ
５０ｍ
５０ｍ
５０ｍ
…
２００ｍ

Ａ
小２～４
５０ｍ
５０ｍ
…
…
…
…

グループ

自由形
平泳ぎ
バタフライ
背泳ぎ
個人メドレー
リレー

Ｊ
７０歳以上
５０ｍ
５０ｍ
…
…

※すべてタイムレースで、決勝は行いません。出場は１人１種目で
す（リレーを除く）。リレーは１団体２チームまで。

Ｉ
６０歳以上
５０ｍ
５０ｍ
…
…

Ｈ
５０歳以上
５０ｍ
５０ｍ
…
５０ｍ

Ｇ
４０歳以上
５０ｍ
５０ｍ
…
５０ｍ

Ｆ
３０歳以上
５０ｍ
５０ｍ
５０ｍ
５０ｍ

グループ

自由形
平泳ぎ

バタフライ
背泳ぎ

対象

１８歳以上

６０歳以上

中学生以上

平成１２年４
月２日～平
成１４年４月
１日生まれ

小学生

定員

３０人

３０人

２０人

３０人

３０人

５０人

３０人

時間

１４：００～１５：００

１１：００～１２：００

１３：３０～１４：３０

１９：００～２０：００

１５：３０～１６：３０

１７：００～１８：００

１８：１５～１９：１５

曜日

木曜日

水・木・金曜
日の３コー
スから選択

月・水・金曜
日の３コー
スから選択

月・金曜日
の２コース
から選択

月・水・木・
金曜日の４
コースから
選択

木曜日

教室名

女性Ａ

女性Ｂ

シルバー

中学生・
一般

年少

小学生Ａ

小学生Ｂ

（８）第８６４号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１８年８月１日


